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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　同一サイズの頁紙片がそれぞれ折目線を介して上下方向に２個連接されるとともに左右
方向に３又は４個連接された、６面付紙片、８面付紙片を、左右方向に折り曲げて４面付
紙片の大きさとし、次いで上下方向に折り曲げ、更に左右方向に折り曲げて作製された折
丁において、前記折丁の背となる折目部にて、外側の紙片と外側の紙片に隣接する内側の
紙片間が接着されておらず且つ他の紙片間が接着されて綴じられた構成からなることを特
徴とする挿入冊子用折丁。
【請求項２】
　同一サイズの頁紙片がそれぞれ折目線を介して上下方向に２個連接されるとともに左右
方向に２～４個連接された、４面付紙片、６面付紙片、８面付紙片の任意の２枚を左右方
向の一端を揃えて重ね合わせた状態で、２枚重ねの４面付紙片はそのままで、他の２枚重
ねの紙片を左右方向に折り曲げて４面付紙片の大きさとし、次いで上下方向に折り曲げ、
更に左右方向に折り曲げて作製された折丁において、前記折丁の背となる折目部にて、外
側の紙片と外側の紙片に隣接する内側の紙片間が接着されておらず且つ他の紙片間が接着
されて綴じられた構成からなることを特徴とする挿入冊子用折丁。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の挿入冊子用折丁と、別に作製された本紙用折丁を重ねて、挿入
冊子用折丁および本紙用折丁の背に糊付けして表紙を取り付けて綴じて製本した後に三方
小口を化粧断ちした構成からなる挿入冊子を有する本。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、同一サイズの所定の頁紙片が折目線を介して連接された紙片を、交互に直交方
向に折り曲げて作製された折丁であって、折丁の折目部において、外側の紙片と前記紙片
に隣接する内側の紙片間が接着されず、他の紙片間が接着されて綴じられた構成の挿入冊
子用折丁及びそれを使用した挿入冊子を有する本に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、挿入冊子を有する本としては、本の表紙と本紙間に所定のスペースを設けておき、
そのスぺース内に冊子を挟み込んだ構成のものや、本冊本文となる各折丁と、折り線によ
って二つ折りして二枚重ねにした分冊表紙を有する分冊本を丁合して、本冊本文と分冊本
を重ねたものを合冊本文とし、合冊本文の背を合冊表紙に糊付けして合冊本とし、合冊本
の三方小口を、少なくとも分冊表紙の折り線より内側の断裁線で断裁されて製造される構
成のもの（例えば、特許文献１参照）が知られている。しかしながら、前者の構成のもの
では、本の表紙と本紙間に所定のスペースを設けておきそのスぺース内に別に作製した冊
子を挟み込む工程が必要になるので工程が煩雑になるとともに冊子の落丁が発生しやすい
欠点を有している。また、後者の本冊合冊本では、折り線によって二つ折りして二枚重ね
にした分冊表紙を有する分冊本を作製する必要があり、二枚重ねにした分冊表紙を有する
分冊本の製造工程が煩雑となり、効率的に製造できないという欠点がある。
【０００３】
【特許文献１】
特開２０００－３０１８５３号公報（特許請求の範囲、請求項１）
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、同一サイズの頁紙片が上下方向に２個連接されるとともに左右方向に２～４個
連接された４面付紙片、６面付紙片、８面付紙片を、単体ないしは２枚重ねて所定位置に
て折り曲げ、折目にて所定紙片間を接着した構成の挿入冊子用折丁及び挿入冊子を有する
本を提供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　同一サイズの頁紙片がそれぞれ折目線を介して上下方向に２個連接されるとともに左右
方向に３又は４個連接された、６面付紙片、８面付紙片を、左右方向に折り曲げて４面付
紙片の大きさとし、次いで上下方向に折り曲げ、更に左右方向に折り曲げて作製された折
丁において、前記折丁の背となる折目部にて、外側の紙片と外側の紙片に隣接する内側の
紙片間が接着されておらず且つ他の紙片間が接着されて綴じられた構成の挿入冊子用折丁
とすることにより、１２頁、１６頁の挿入冊子用折丁を、ロール状の用紙を使用して輪転
印刷機にて印刷された印刷紙を、印刷工程とインラインにて、所定位置にて折り曲げ、接
着し、断裁する簡単な加工工程にて効率的に作製することができる。
【０００６】
　同一サイズの頁紙片がそれぞれ折目線を介して上下方向に２個連接されるとともに左右
方向に２～４個連接された、４面付紙片、６面付紙片、８面付紙片の任意の２枚を左右方
向の一端を揃えて重ね合わせた状態で、２枚重ねの４面付紙片はそのままで、他の２枚重
ねの紙片を左右方向に折り曲げて４面付紙片の大きさとし、次いで上下方向に折り曲げ、
更に左右方向に折り曲げて作製された折丁において、折丁の背となる折目部にて、外側の
紙片と外側の紙片に隣接する内側の紙片間が接着されておらず且つ他の紙片間が接着され
て綴じられた構成の挿入冊子用折丁とすることにより、１６頁、２０頁、２４頁、２８頁
、３２頁の挿入冊子用折丁を、ロール状の用紙を使用して２台の輪転印刷機にて印刷した
印刷紙を、印刷工程とインラインにて、印刷紙の絵柄を合わせて重ね合わせ、所定位置に
て折り曲げ、接着し、断裁する加工工程にて効率的に作製することができる。
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【０００７】
　上記の挿入冊子用折丁と、別に作製された本紙用折丁を重ねて、挿入冊子用折丁および
本紙用折丁の背に糊付けして表紙を取り付けて綴じて製本した後に三方小口を化粧断ちし
た構成とすることにより、８頁、１２頁、１６頁、２０頁、２４頁、２８頁、３２頁から
なる挿入冊子を有する本を、所定の本紙用折丁と上記の挿入冊子用折丁とを重ねて表紙を
取り付けて綴じ、挿入冊子用折丁の両外側紙片をそれぞれ表紙の内面及び本紙面に接着す
る通常の製本工程により簡単に作製することができ、本に挿入する冊子の落丁を確実を防
止することができる。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下、図面を引用して本発明の実施の形態を説明する。
図１は本発明の第１実施形態の挿入冊子用折丁の構成と製造工程の概略を示す図、図２は
第１実施形態の折り畳んだ状態の拡大横断面図、図３は本発明の第２実施形態の挿入冊子
用折丁の構成と製造工程の概略を示す図、図４は第２実施形態の折り畳んだ状態の拡大横
断面図、図５は本発明の第３実施形態の挿入冊子用折丁の構成と製造工程の概略を示す図
、図６は第３実施形態の折り畳んだ状態の拡大横断面図、図７は本発明の第３実施形態の
挿入冊子用折丁の構成と製造工程の概略を示す図、図８は第４実施形態の折り畳んだ状態
の拡大横断面図、図９は第２実施形態の挿入冊子用折丁と本紙折丁を重ねて表紙を取り付
けて綴じた状態の横断面図、図１０は図９に示す状態から三方小口を化粧断ちして製本が
完了した挿入冊子を有する本の横断面図、図１１は挿入冊子を有する本の挿入冊子を取り
出した状態の斜視図であって、11，12，13，14は挿入冊子用折丁、12’は挿入冊子、２は
折目部、３は接着部、3'は接着剤、４は表紙、５は本紙用折丁、６は背綴じ接着部、７は
化粧断ち線、ａ，ｂ，ｃ，ｄ，ｅ，ｆ，ｇ，ｈは頁紙片、イは４面付紙片、ロは８面付紙
片をそれぞれ表す。
【００１０】
本発明の第１実施形態は、図１、図２に示すように、４枚の頁紙片が折目線により連接さ
れた表裏合わせて８頁の挿入冊子用折丁11である。図１に示すように、同一サイズの４枚
の頁紙片a,b,c,d が折目線を介して上下方向に２個連接されるとともに左右方向に２個連
接された４面付紙片イからなり、４面付紙片イを頁紙片a,b と頁紙片c,d 間の折目線で上
下方向に折り曲げ、次いで頁紙片a,c が外側にくるように頁紙片a,c 間の折目線で左右方
向に折り曲げて作製されるものである。折り畳んだ横断面は、図２に示すように、挿入冊
子用折丁11の折目部２において頁紙片間が接着されていない構成である。
【００１１】
本発明の第２実施形態は、図３、図４に示すように、８枚の頁紙片が折目線により連接さ
れた表裏合わせて１６頁の挿入冊子用折丁12である。図３に示すように、同一サイズの８
枚の頁紙片a,b,c,d,e,f,g,h が折目線を介して上下方向に２個連接されるとともに左右方
向に４個連接された８面付紙片ロからなり、８面付紙片ロの頁紙片b,d 間の折目線に沿っ
て接着剤3'を塗布して、頁紙片c,e と頁紙片d,f 間の折目線で左右方向に折り曲げ、次い
で、頁紙片g,e 間及び頁紙片h,f 間の折目線に沿って接着剤3'を塗布して、頁紙片e,g,h,
f が内側にくるように頁紙片e,h と頁紙片g,f 間の折目線で上下方向に折り曲げ、更に、
頁紙片a,c が外側にくるように頁紙片a,c 間の折目線で左右方向に折り曲げて作製される
ものである。折り畳んだ横断面は、図４に示すように、挿入冊子用折丁12の折目部２にお
いて、外側の頁紙片a,c とその内側に隣接する頁紙片e,g 間が接着されておらず、頁紙片
b,d と頁紙片h,f 間及び頁紙片e,g と頁紙片h,f 間がそれぞれ接着剤3'にて接着されて接
着部３にて接着して綴じられた構成である。
【００１２】
本発明の第３実施形態は、図５、図６に示すように、１２枚の頁紙片が折目線により連接
された表裏合わせて２４頁の挿入冊子用折丁13である。図５に示すように、同一サイズの
８枚の頁紙片a,b,c,d,e,f,g,h が折目線を介して上下方向に２個連接されるとともに左右
方向に４個連接された８面付紙片ロの頁紙片b,d 間の折目線に沿って接着剤3'を塗布して
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、８面付紙片ロの上に、同一サイズの４枚の頁紙片a,b,c,d が折目線を介して上下方向に
２個連接されるとともに左右方向に２個連接された４面付紙片イを、８面付紙片ロの頁紙
片a,b と４面付紙片イの頁紙片a,b が重なるように端縁を揃えて重ね合わせて、先ず、８
面付紙片ロの頁紙片c,e と頁紙片d,f 間の折目線で、４面付紙片イを挟み込むように、左
右方向に折り曲げ、次いで、８面付紙片ロの頁紙片g,e 間及び頁紙片h,f 間の折目線に沿
って接着剤3'を塗布して、頁紙片e,g,h,f が内側にくるように頁紙片e,h と頁紙片g,f 間
の折目線で上下方向に折り曲げ、更に、頁紙片a,c が外側にくるように頁紙片a,c 間の折
目線で左右方向に折り曲げて作製されるものである。
【００１３】
第３実施形態の横断面は、図６に示すように、挿入冊子用折丁13の折目部２において、外
側の８面付紙片ロの頁紙片a,c とその内側に隣接する４面付紙片イの頁紙片a,c 間が接着
されておらず、他の頁紙片の折目部２において、８面付紙片ロの頁紙片b,d と４面付紙片
イの頁紙片b,d 間、８面付紙片ロの頁紙片e,g と４面付紙片イの頁紙片a,c 間、８面付紙
片ロの頁紙片h,f と４面付紙片イの頁紙片b,d 間、及び８面付紙片ロの頁紙片e,g と８面
付紙片ロの頁紙片h,f 間がそれぞれ接着剤3'にて接着されて接着部３にて接着して綴じら
れた構成である。
【００１４】
本発明の第４実施形態は、図７、図８に示すように、１６枚の頁紙片が折目線により連接
された表裏合わせて３２頁の挿入冊子用折丁14である。図７に示すように、同一サイズの
８枚の頁紙片a,b,c,d,e,f,g,h が折目線を介して上下方向に２個連接されるとともに左右
方向に４個連接された８面付紙片ロ２枚を、下側の８面付紙片ロの頁紙片b,d 間、頁紙片
g,e 間及び頁紙片h,f 間の折目線に沿って接着剤3'を塗布して、８面付紙片ロの頁紙片a,
b が重なるように端縁を揃えて重ね合わせて、先ず、８面付紙片ロの頁紙片c,e と頁紙片
d,f 間の折目線で左右方向に折り曲げ、次いで、下側の８面付紙片ロの頁紙片g,e 間及び
頁紙片h,f 間の折目線に沿って接着剤3'を塗布して、頁紙片e,f 間と頁紙片g,h 間の折目
線にて頁紙片g,e と頁紙片h,f が重なるように上下方向に折り曲げ、更に、頁紙片a,c が
外側にくるように頁紙片a,c 間の折目線にて左右方向に折り曲げて作製されるものである
。
【００１５】
第４実施形態の横断面は、図８に示すように、挿入冊子用折丁14の折目部２において、外
側の８面付紙片ロの頁紙片a,c と内側の８面付紙片ロの頁紙片a,c 間が接着されておらず
、２枚の８面付紙片ロの頁紙片b,d 間、頁紙片e,g 間、頁紙片f,h 間及び頁紙片a,c と頁
紙片e,g 間、頁紙片b,d と頁紙片f,h 間及び外側の８面付紙片ロの頁紙片g,e と頁紙片h,
f 間がそれぞれ接着剤3'にて接着されて接着部３にて接着して綴じられた構成である。
【００１６】
実施形態１～４にて説明した構成以外に、図示しないが、同一サイズの６枚の頁紙片が折
目線を介して上下方向に２個連接されるとともに左右方向に３個連接された６面付紙片の
単体、６面付紙片と４面付紙片を２枚重ねて、８面付紙片と６面付紙片を２枚重ねて、実
施形態と同様に、所定位置にて折り曲げて折丁を作製し、折丁の折目部において、外側の
頁紙片とその内側に隣接する頁紙片間は接着されず、他の頁紙片間を接着した構成からな
る、６枚の頁紙片を有する１２頁の挿入冊子用折丁、１０枚の頁紙片を有する２０頁の挿
入冊子用折丁、１４枚の頁紙片を有する２８頁の挿入冊子用折丁とすることも可能である
。
【００１７】
本発明の挿入冊子を有する本について、８枚の頁紙片を有する１６頁の挿入冊子用折丁12
を使用した構成について説明する。８枚の頁紙片を有する１６頁の挿入冊子用折丁12と、
別に作製した所定の本紙用折丁５を背となる折目部を揃えて重ね合わせて、挿入冊子用折
丁12および本紙用折丁５の背に糊付けして表紙４を取り付けて背綴じ接着部６にて接着し
て製本して、横断面が図９に示す状態とする。次いで、図１０に示すように、製本した本
の三方小口を断裁線７にて化粧断ちすることより完成する。
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【００１８】
作製された挿入冊子を有する本は、横断面が、図１０に示すように、８枚の頁紙片からな
る挿入冊子用折丁12の外面の頁紙片ｃと内面の頁紙片ａの折目線の箇所にて接着部６によ
り接着されて挿入冊子を有する本の内部に残り、挿入冊子用折丁12の外面と内面の２枚の
頁紙片を除く６枚の頁紙片からなる挿入冊子12’が背となる折目部にて接着部３にて接着
して綴じられた状態で分離してくるものである。本発明の挿入冊子を有する本では、挿入
冊子用折丁と所定の本紙用折丁を重ね合わせて表紙を取り付けて綴じ、三方小口を化粧断
ちするだけで、挿入冊子を有する本を簡単に作製することができるものである。それぞれ
４枚、６枚、８枚、１０枚、１２枚、１４枚、１６枚の頁紙片からなる挿入冊子用折丁を
使用して挿入冊子を有する本を作製した場合、２枚、４枚、６枚、８枚、１０枚、１２枚
、１４枚の頁紙片からなる挿入冊子を有する本とすることができる。
【００１９】
４面付紙片、６面付紙片、８面付紙片の１枚の紙片から挿入冊子用折丁を作製する場合は
、１台のオフセット輪転印刷機を使用して、ロール状の用紙に所定の絵柄を印刷し、印刷
工程とインラインで折り工程、接着工程、断裁工程を行うことにより作製できる。また、
４面付紙片と６面付紙片、４面付紙片と８面付紙片、６面付紙片と８面付紙片、８面付紙
片２枚をそれぞれ重ね合わせて挿入冊子用折丁を作製する場合は、２台のオフセット輪転
印刷機を使用して、別々にロール状の用紙に印刷を行った後に、２台のオフセット輪転印
刷機で印刷された用紙を絵柄ピッチが合うように重ねて、印刷工程とインラインで折り工
程、接着工程、断裁工程を行うことにより作製できる。
【００２０】
【発明の効果】
同一サイズの頁紙片がそれぞれ折目線を介して上下方向に２個連接されるとともに左右方
向に２個連接された４面付紙片を、上下方向に折り曲げ、更に左右方向に折り曲げて作製
された、折丁の背となる折目部にて綴じられていない構成の挿入冊子用折丁とすることに
より、８頁の挿入冊子用折丁を、ロール状の用紙を使用して輪転印刷機にて印刷された印
刷紙を、印刷工程とインラインにて、所定位置にて折り曲げ、断裁する簡単な加工工程に
て効率的に作製できる。
【００２１】
同一サイズの頁紙片がそれぞれ折目線を介して上下方向に２個連接されるとともに左右方
向に３又は４個連接された、６面付紙片、８面付紙片を、左右方向に折り曲げて４面付紙
片の大きさとし、次いで上下方向に折り曲げ、更に左右方向に折り曲げて作製された折丁
において、前記折丁の背となる折目部にて、外側の紙片と外側の紙片に隣接する内側の紙
片間が接着されておらず且つ他の紙片間が接着されて綴じられた構成の挿入冊子用折丁と
することにより、１２頁、１６頁の挿入冊子用折丁を、ロール状の用紙を使用して輪転印
刷機にて印刷された印刷紙を、印刷工程とインラインにて、所定位置にて折り曲げ、接着
し、断裁する簡単な加工工程にて効率的に作製できる。
【００２２】
同一サイズの頁紙片がそれぞれ折目線を介して上下方向に２個連接されるとともに左右方
向に２～４個連接された、４面付紙片、６面付紙片、８面付紙片の任意の２枚を左右方向
の一端を揃えて重ね合わせた状態で、２枚重ねの４面付紙片はそのままで、他の２枚重ね
の紙片を左右方向に折り曲げて４面付紙片の大きさとし、次いで上下方向に折り曲げ、更
に左右方向に折り曲げて作製された折丁において、前記折丁の背となる折目部にて、外側
の紙片と外側の紙片に隣接する内側の紙片間が接着されておらず且つ他の紙片間が接着さ
れて綴じられた構成の挿入冊子用折丁とすることにより、１６頁、２０頁、２４頁、２８
頁、３２頁の挿入冊子用折丁を、ロール状の用紙を使用して２台の輪転印刷機にて印刷し
た印刷紙を、印刷工程とインラインにて、印刷紙の絵柄を合わせて重ね合わせ、所定位置
にて折り曲げ、接着し、断裁する加工工程にて効率的に作製できる。
【００２３】
上記の挿入冊子用折丁と、別に作製された本紙用折丁を重ねて、挿入冊子用折丁および本
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紙用折丁の背に糊付けして表紙を取り付けて綴じて製本した後に三方小口を化粧断ちした
構成とすることにより、８頁、１２頁、１６頁、２０頁、２４頁、２８頁、３２頁からな
る挿入冊子を有する本を、所定の本紙用折丁と上記の挿入冊子用折丁とを重ねて表紙を取
り付けて綴じ、挿入冊子用折丁の両外側紙片をそれぞれ表紙の内面及び本紙面に接着する
通常の製本工程により簡単に作製することができ、本に挿入する冊子の落丁を確実を防止
することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施形態の挿入冊子用折丁の構成と製造工程の概略を示す図。
【図２】第１実施形態の折り畳んだ状態の拡大横断面図。
【図３】本発明の第２実施形態の挿入冊子用折丁の構成と製造工程の概略を示す図。
【図４】第２実施形態の折り畳んだ状態の拡大横断面図。
【図５】本発明の第３実施形態の挿入冊子用折丁の構成と製造工程の概略を示す図。
【図６】第３実施形態の折り畳んだ状態の拡大横断面図。
【図７】本発明の第３実施形態の挿入冊子用折丁の構成と製造工程の概略を示す図。
【図８】第４実施形態の折り畳んだ状態の拡大横断面図。
【図９】第２実施形態の挿入冊子用折丁と本紙用折丁を重ねて表紙を取り付けて綴じた状
態の横断面図。
【図１０】図９に示す状態から三方小口を化粧断ちして製本が完了した挿入冊子を有する
本の横断面図。
【図１１】挿入冊子を有する本の挿入冊子を取り出した状態の斜視図。
【符号の説明】
11，12，13，14　挿入冊子用折丁
12’　挿入冊子
２　折目部
３　接着部
3'　接着剤
４　表紙
５　本紙用折丁
６　背綴じ接着部
７　化粧断ち線
ａ，ｂ，ｃ，ｄ，ｅ，ｆ，ｇ，ｈ　頁紙片
イ　４面付紙片
ロ　８面付紙片
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